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【
採
用
】（
９
月
１
日
）▽
福
生
市 

業
務 

室

田
清
美
▽
あ
き
る
野 

業
務 

矢
坂

郁
弥

【
退
職
】（
８
月
17
日
）▽
国
分
寺
市 

業
務 

佐
々
木
啓
介

【
退
職
】（
８
月
31
日
）▽
福
生
市 

業
務 

武

藤
恵
汰

【
採
用
】（
10
月
１
日
）▽
大
島
町 

事
務
局

長 

植
松
隆

【
退
職
】（
９
月
30
日
）▽
大
島
町 

事
務
局

長 

浅
沼
し
の
ぶ

人事交流

都
連
が
要
望
し
た
の
は
、
１
・
持
続
可

能
な
未
来
に
向
け
た
中
小
・
小
規
模
企
業

支
援（
重
点
）、２
・
小
規
模
企
業
振
興（
重

点
）、
３
・
観
光
振
興
（
重
点
）、
４
・
も

の
づ
く
り
振
興
（
重
点
）、
５
・
多
摩
地

域
要
望
、
６
・
島
嶼
地
域
要
望
の
６
分
野

18
項
目
で
す
（
別
表
）。

山
下
真
一
会
長
は
、
要
望
聴
取
会
の
冒

頭
で
、「
都
連
が
実
施
し
て
い
る
経
営
動

向
調
査
を
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
８

割
以
上
の
企
業
が
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受

け
て
い
る
。
年
間
売
上
高
で
も
赤
字
企
業

の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

約
半
数
の
企
業
が
コ
ロ
ナ
前
の
売
上
に
は

戻
ら
な
い
と
考
え
て
い
て
、
３
分
の
１
の

企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
革
が
必
要
と
し
て

い
る
」
と
多
摩
・
島
嶼
地
域
の
中
小
・
小

規
模
企
業
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
直
面
し

て
い
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
と
く
に
「
事
業
継
続
、
事
業
承
継
、

創
業
に
対
す
る
支
援
の
強
化
と
、
多
摩
・

島
嶼
で
の
新
た
な
地
域
活
性
化
へ
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

都
議
会
自
民
党
の
予
算
要
望
聴
取
会
に

は
、
山
下
会
長
と
、
傳
田
純
専
務
理
事
、

清
水
晋
事
務
局
長
、
小
林
義
浩
事
務
局
次

長
が
出
席
。
山
下
会
長
が
基
本
方
針
を
述

べ
、
傳
田
専
務
理
事
が
要
望
の
要
旨
を
説

明
し
ま
し
た
。  

東京都予算に対する要望
1）持続可能な未来に向けた中小・小規
模企業支援（重点）

１．原油・原材料高騰等への対策と新た
な時代に向けた支援の強化について

２．中小・小規模企業の事業の継続に対
する支援の強化について

３．中小・小規模企業の危機管理に対す
る支援の強化について　　　　　　

２）小規模企業振興（重点）　　
１．小規模企業への支援の更なる充実に
ついて

２．商工会等を中核に支援力を強化した
実効性ある支援体制の強化について

３．中小・小規模企業の働き方改革の実
施に対する支援の強化について

４．消費税の軽減税率制度に対応するた
めの支援の強化について　　　　　

３）観光振興（重点）　　　
１．多摩の観光振興を推進する広域的な
ネットワークへの支援の強化について

２．多摩地域への観光客誘致について
３．多摩地域から羽田空港への鉄道アク
セスの強化について

４．島嶼地域の活性化及び観光産業に対
する支援について　　　　　　　　

４）ものづくり振興（重点）
１．ものづくり中小・小規模企業への支
援の充実について

２．中小・小規模企業の人材確保支援事
業に対する支援の継続について　　

５）多摩地域要望
１．横田飛行場の民間利用促進について
２．多摩地域都市基盤整備等の早期実現
について 

３．大規模小売店舗による地域社会への
貢献について　　　　　　　　　

６）島嶼地域要望 
１．離島航空路線の便数確保及び燃料
への補助制度の支援について

２．小笠原空港の早期開設について

東
京
都
商
工
会
連
合
会
（
都
連
）は
、９
月
９
日
ま
で
に
、東
京
都
議
会
の
自
由
民
主
党
、公
明
党
、都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
、立
憲
民
主
党
を
訪
ね
、令
和
５
年
度
の
東
京
都
予
算
な
ど
に
対
し
て
要
望
し
ま
し
た
。持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
多

摩
・島
嶼
地
域
の
中
小
・小
規
模
企
業
を
強
力
に
支
援
す
る
た
め
の
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、多
摩
・島
嶼

地
域
の
魅
力
を
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
付
け
て
地
域
の
持
続
的
発
展
に
繋
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。９
月
８
日
に
開

か
れ
た
都
議
会
自
民
党
の
予
算
要
望
聴
取
会
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
長
期
化
が
消
費
や
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、原
油
・原
材
料
の
高
騰
や
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
も
加
わ
り
経
営
環
境
は
厳
し
い
。さ
ら
に
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
人
手
不
足
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）対
応
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、事
業
承
継
な

ど
の
今
日
的
な
問
題
も
山
積
し
て
い
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

都
連

都
議
会
各
党
に「
令
和
５
年
度 

東
京
都
予
算
」な
ど
で
要
望

持
続
可
能
な
未
来
に
向
け

中
小
・
小
規
模
企
業
支
援
の
強
化
を

▲令和５年度予算などで要望
　（都議会自由民主党の予算要望聴取会）

新事務局長

植松　隆氏

（
地
域
名
は
商
工
会
名
。業
務
は
業
務
支
援
員
）
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―どんな出会いがあって結婚し、さらに、どうして大島で
働くことになったのか？これまでの経緯を…。
努さん：二人とも東京で働いていて、共通の友人を通

じて知り合いました。たまたま職場が同じビルだったこと
が分かり、よく会うように。結婚したのは2008年です。
2010年に大島にきました。都内で働いていた時は、徹
夜で働く日もありました。そんな生活への疑問や、休みの
日にリフレッシュのため沖縄の離島を中心に旅行によく
出かけました。海に囲まれた離島の独特な世界観と自然
が身近にあることに魅力を感じていました。
妻が大島の出身でしたので、大島にもよく行くようにな

りました。都心からのアクセスもよく、自然豊かな伊豆大
島に移住したいと考えるように。ただ、デザイン業だけを
島で続けることは難しいと考え、まずは島内での仕事を
と。探していた時に商工会の存在を知りました。地域の商
工業発展のサポートや地域振興に取り組む幅広い仕事に
魅力を感じ、まちづくりにも興味があり、商工会の職員に
なりました。

―現在のお仕事「トウオンデザイン」を始めたきっかけは。
努さん：商工会にいた頃は基本的には妻だけがデザイ

ンの仕事をしていました。私は職員として日常の業務をこ
なしながら、自分の可能性に幅をもたせたいという意識
を常に持っていました。今も、いつ何が起こってもなんと
かなるように準備をしておく、というか、勉強したりチャレ
ンジし続けたりする姿勢を大切にしています。島のような
過疎化が進む地域では、一人が複数の役割を担うことは
よくあることなので、何にでも興味を持つ姿勢は常に持っ
ていたいと考えていました。独立して「トウオン（島音）」を
立ち上げたのもその流れです。2011年にスタートして、
今年で12年目になります。

―ご夫妻でそれぞれ、仕事の担当は決まっているのですか？
れみさん：現在は、明確には分けていませんが、ザック

リ言うと、私は紙媒体のデザイン担当で、夫は主にWeb
デザイン担当です。グラフィック関係はそれぞれ案件の内
容によって担当分けしている感じです。最近はブランディ
ングや企画などトータルで請け負うことが多いので、プラ
ンニングやコンセプトメイキング、ディレクション等は夫
の方で担うことが多いです。
努さん：もともとWebデザインやプログラミング、サ

ーバー構築や運用などをしていたので、Web関係は企
画から制作・運営までトータルで受け持っています。コツ
コツ積み重ねながら熱中できることが好きなのですが、
Webのデザインやコーディングはそんなことの連続で
すから、私に向いていると思います。また、常に新しい技
術が入ってくるので、勉強し続ける必要があり、それが燃
えるポイント？かも知れません。
れみさん：七島信用組合さん、観光協会さん、東海汽
船さん、商工会さんといった大島の経済や社会活動に大
きな影響力をもつ企業や機関とのお付き合いも長くなり
ました。いずれもWebサイトの制作・運営を中心にお仕
事させていただいています。日々のやり取りの中から、地
域の課題が見え、可能性が見えてくる。それを見逃さず
次に有効に活かして行けるように、何気ないコミュニケー
ションも大切にしようと心掛けています。
努さん：月に1回ですが、東海汽船さんともミーティン

グを重ねながら情報交換しつつ、より充実したサイトを目
指し取り組んでいます。また、情報発信だけに終わらず、
ツアーの企画・運営や、商工会さんと連携して「おおしま
マルシェ」というEC（電子商取引）サイトなども立ち上げ
るなど幅広く事業展開を図っています。

―島の方々との間で距離感を感じられたことはありますか？
努さん：私はＩターンなので、よそ者になります。よそ
者だからこそ第三者的視点で地域を見ることができて、
魅力を感じて伝えられるし、伝えたいと思いました。そん
な思いがあったから「伊豆大島ナビ（h t t p s : / /
oshima-navi.com）という情報サイトを作り運営してい
ます。島の方との距離感はないです。それを意識したこと
もありません。
自分自身では常に可能性を広げたいと思っているの
で、なるべく色々なことにチャレンジしようと思っていま
す。これからは自分で常に問いや仮説を立てて自分のビ
ジョンを持って行動していかないと取り残されそうな気が
していて、いい意味で追い込まれながら自分を高めてい
くことで成長を感じ、それが生きがいへと通じる、そんな
感じでモチベーションを上げています。

̶できごと、くらし、ヒトを扱うフリーペーパーを出してい
たというお話を伺いました。
れみさん：今は休刊していて、再開の目処も立っていな

大島町
No.32

この人に聞く

島おこし・
多摩おこし

▲Webメディア「東京都離島区」のセミナー

〒100－0102
東京都大島町岡田字橋の本135－24
TEL：090-2476-1645
URL：http://to-on.info （表紙参照）

いのですが、このフリーペーパーが今の私たちをカタチ
作っていると思っています。結婚したばかりの頃に、私が
「個性的な活動をしている友人・知人を紹介する冊子をつ
くりたい」と言って、そこから自費で始めたものです。伊豆
大島に移住する前から取り組んでいて、とても小さなフリ
ーペーパーなのですが、自分たちで企画から取材・撮影・
編集、デザインまで全てやりました。冊子を置いてくれる
お店を増やすため直接営業に行ったりもしたので、とても
貴重な経験をさせていただきました。私たちにとって大切
な宝物です。

̶例えば、10年先には何をやっていらっしゃると思いま
すか？
努さん：今は、テクノロジーの進歩や自然環境の変化な

どにより先行きの読めない時代。さらに東京諸島は様々
な社会的課題を抱えています。そんな中で、未来を考え
ること、次世代につなげていくことは、簡単ではないので
すが、重要な仕事になります。
そんな思いで株式会社TIAMという法人を1月に仲間

と設立しました。会社のWebメディア「東京都離島区
（https://ritoku.tokyo）」を立ち上げて、東京諸島に関
するソーシャルグッドな取り組みを中心に情報を集めて
発信しています。
また、隔月で東京大手町のオフィスビルのスペースを
お借りして「Be Think」というワークショップイベントも

企画・運営しています。そこでは、毎回テーマを決めて、グ
ループワーク中心のワークショップを開いていて、一緒に
考えたり、取り組める仲間づくりやコミュニティを育んだ
りしています。
そんなこんなで、10年先も東京諸島を中心に色々な
場所に移動しながら可能性を広げる仕事をしていると思
います。

アイ

職場のメンタルヘルス対策推進キャンペーン 東京都産業労働局

https://www.hataraku.metro.tokyo.lg.jp/kaizen/mental/suishin/r4/

問い合わせ先 産業労働局 雇用就業部 労働環境課　TEL 03-5320-4652

■ポジティブメンタルヘルスシンポジウム（オンデマンド配信）　視聴無料
【配信期間】11月17日（木）～11月30日（水）
▽基調講演：“ウェルビーイング経営”で社員のモチベーションを高め、健康で活力ある職場づくりを 
武蔵大学経済学部教授　森永 雄太 氏
▽パネルディスカッション： 
実例で考える職場でのメンタルヘルス対策～“ポジティブメンタルヘルス”の取組事例を中心に～
森永雄太氏（武蔵大学経済学部教授）/島津明人氏（慶應義塾大学総合政策学部教授）/中辻めぐみ氏（社会保険
労務士法人中村・中辻事務所代表社員、特定社会保険労務士：モデレーターを兼務）/ポジティブメンタルヘルス
に取り組む都内企業２社

■オンライン相談会　相談無料
職場内におけるメンタルヘルス対策の進め方などについて産業カウンセラー等の専門家にご相談いただけます。
【相談日】11月28日（月）及び29日（火）　9:30～15:50（1社あたり40分）
【定　員】18社まで（要予約）
東京都の「職場のメンタルヘルス対策推進事業」ウェブサイトでお申し込みいただけます。
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秋のイベント　　

東
京
都
商
工
会
連

合
会 

多
摩
観
光
推
進

協
議
会
は
10
月
８
日
、

「
青
梅
線
沿
線
・
奥
多

摩 

地
酒
列
車
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
青
梅
線

の
立
川
駅
〜
奥
多
摩
駅
間
を
往
復
し
、
多
摩

地
域
を
代
表
す
る
酒
蔵
で
あ
る
石
川
酒
造
、

田
村
酒
造
、
小
澤
酒
造
が
造
る
地
酒
を
、
沿

線
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
飲
み
比
べ
る
ツ

ア
ー
で
す
。
今
回
は
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
多
摩

観
光
推
進
協
議
会
の
会
員
、
関
係
者
、
プ
レ

ス
関
係
な
ど
１
１
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

列
車
が
立
川
を
出
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
酒

蔵
が
自
社
の
酒
造
り
の
歴
史
や
、
提
供
す
る

お
酒
の
特
徴
な
ど
を
軽
妙
な
口
調
で
説
明
し

ま
し
た
。
お
酒
が
進
む
に
つ
れ
て
車
内
の
空

気
が
な
ご
み
、
隣
同
士
で
談
笑
す
る
姿
が
あ

ち
こ
ち
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

終
点
の
奥
多

摩
駅
の
駅
前
広

場
で
は
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
の

展
示
や
、
東
京

の
地
酒
・
地
ビ

ー
ル
、
地
元
の

名
産
品
な
ど
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
地
酒
列
車
で
は
、
車
内
で
個
々
に

２
本
提
供
し
、
車
内
試
飲
で
は
酒
蔵
が
今
、

力
を
入
れ
て
い
る
３
本
を
そ
れ
ぞ
れ
味
わ

え
、
奥
多
摩
駅
前
で
は
大
吟
醸
の
試
飲
も
可

能
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
土
産
に
３
酒
蔵

の
代
表
銘
柄
の
う
ち
１
本
を
持
ち
帰
れ
る
と

い
う
日
本
酒
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
気
配
り

の
旅
？
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
の

た
め
、
事
前
に
検
温
や
体
調
確
認
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
ま
た
、
車
内
で
は
向
い
合
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
全
席
進
行
方
向
に
向
け
、

前
後
の
２
席
は
空
け
て
座
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。多

摩
観
光
推
進
協
議
会
で
は
、
一
般
参
加

者
向
け
「
地
酒
列
車
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
の

第
２
便
を
11
月
18
日
に
運
行
し
ま
す
。
第
３

便
は
日
程
調
整
中
で
す
。

多
摩
の
地
酒
を
飲
み
な
が
ら
青
梅
線・奥
多
摩
を
楽
し
む

青
梅
線
沿
線
・
奥
多
摩 

地
酒
列
車
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

▲列車内でのお酒の解説。
　軽妙でウンチクに富んでいました。

▲奥多摩駅前広場で行われた酒販
　イベントの様子

▲観光フェアが開かれたJR東京アグリパーク

多摩観光推進協議会は、11月30日
（水）まで多摩地域全域を自転車で巡
るスタンプラリー「ライドアラウンドin
東京多摩」と、北多摩の５市を巡って
アニメスタンプを集める「TAMA☆ろ
くと巡礼物語！北多摩TOKYOアニメ
スタンプラリー」を開催中です。

「ライドアラウンドin東京多摩」は観
光スポットを自転車で巡るイベント。
スマホにアプリをダウンロードして参
加するデジタルスタンプラリーです。
例えば14,000ポイント獲得すると
10,000円相当の「秋川牛」か「小澤酒
造ままごとやペアお食事券」がもらえ
ます。

一方「TAMA☆ろくと巡礼物語！」は
小平市、東村山市、清瀬市、東久留米
市、西東京市の５つの市内に設けられ
た30の場所でアニメスタンプがもら
える回遊型イベント。スタンプ5枚集
めると景品がもらえます。

東京都商工会連合会 多摩観光推
進協議会は９月27日～10月1日の5
日間、東京・新宿のJA東京アグリパー
クで「東京多摩観光フェア」を開きまし
た。多摩地域の観光資源をPRするこ
とを狙いに毎年開催されている観光
フェアです。今年も沿線マップや観光
図鑑など観光アイテムの配布や、大型
立体マップの展示、物産の販売などを
行いました。
今回、人気を集めたのが「奥多摩や

まめ押し寿司」の販売（テイクアウト）。
農林水産振興財団から提供を受けた
数馬観光デザインセンターが1日40
食だけ作りました。数が少ないことも
あって飛ぶような売れ行きで、奥多摩

のやまめが多摩の名産品として「しっ
かりと根付いて欲しい」との生産者の
期待を込めてPRしました。
また、あきる野市の野村植産株式
会社の東京西洋野菜研究会は、西洋
野菜のビーツやケールなどを用いた
サラダセットを販売しました。新鮮さ
が受けてこれも午後の早い時間に売
り切れとなりました。
黄金井パフのビルドルセ（小金井
市）、トウキョウチョコレイトファーム
（昭島市）など多摩のスイーツ店や、く
んせいチーズのみやび（日の出町）も
出店して、女性客が絶えないフェアに
なりました。

２つの回遊型
スタンプラリー

11月末日まで開催「やまめの押し寿司」が大人気！東京多摩
観光フェア 多摩観光推進協議会

◀
や
ま
め
の
押
し
寿
司
が
大
人
気
！




